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　ご協力ください

今日から

共同募金運動

一
般
会
計

　
宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月

二
十
一
日
か
ら
十
月
十
二
日
ま
で
の
二

十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
月
定
例
会
に
は
、
広
野
地
区
公

民
館
建
設
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
た
五

十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第

二
号
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
億
5
千
6
2
4
万
円
を
計
上

　
こ
の
九
月
定
例
＜
Ｋ
に
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
案
（
第
二
号
）
を

は
じ
め
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

必
一
計
補
正
予
算
案
（
第
一
号
）
や

観
光
セ
ン
タ
ー
新
築
二
事
請
負
契

約
の
締
結
な
戸
干
七
議
案
が
提
案

さ
れ
で
い
ま
す
。
現
在
、
各
委
員

会
で
議
案
等
の
審
議
が
行
口
れ
で

お
り
、
十
月
十
二
日
に
本
島
一
議
で

旅
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　

一
般
会
計
の
補
正
総
額
は
三
億

地域の文化を支える施設づくりをめざします　
（写真は現在の広野公民分館）

五
士
〈
百
二
十
四
万
円
で
。
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
二

百
二
十
二
億
五
千
八
百
九
十
七
万

円
と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
予
算

は
六
月
補
正
（
第
一
号
）
で
新

規
事
業
や
政
策
的
事
業
費
受
訂
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
土
〈

年
度
の
年
間
予
算
が
編
成
洽
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
補

正
予
算
は
、
六
月
に
具
体
化
で
き

な
か
っ
た
事
業
を
中
心
に
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
設
計
費
も

　
主
な
事
業
で
は
、
地
域
の
文
化

か
受
え
、
暮
β
し
か
高
め
る
い
ろ

い
ろ
な
学
習
や
活
動
が
で
寮
屁

設
と
し
で
、
広
野
地
区
公
民
館
建

設
事
業
の
用
地
購
入
費
に
九
千
百

十
万
円
か
計
上
し
、
昭
和
五
十
七

年
完
成
衆
め
ざ
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
設
計
委
託
料
に
三

千
九
百
六
十
万
円
衆
訂
上
し
、
昭

和
五
十
九
年
度
完
成
宝
賢
于
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

＝9月補正後額＝

昭和56年度予算規模

一般会計222億5，897万円

特別会計

　農業共済事業3，162万円

　交通災害共済事業4，470万円

　国民健康保険事業40億4，126万円

　公共下水道事業14億358万円

　住宅新築資金等貸付事業5，494万円

みんなで築こう

美しく住みよい街づ

くり

　
茉
し
い
街
づ
ぐ
り
、
住
み
よ
い

街
づ
ぐ
り
は
市
民
み
ん
な
の
願
い

で
す
。
市
で
ほ
、
「
廃
棄
物
の
机
迎

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
市
内
全
域
を
収
集
計
画
区

域
と
定
め
で
、
隻
環
境
の
保
全

と
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
・
払
ｋ
市
民
社
会
の
ル

ー
ル
を
無
視
し
た
一
部
の
人
び
と

に
よ
る
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
あ

と
m
ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
は

法
律
に
よ
り
罰
則
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
　

市
Ｐ
Ｈ
’
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ａ
一
め

て
い
求
ふ
、
こ
っ
そ
ぴ
山
や
川

空
地
な
＼
に
0
み
m
て
ぷ
Ｏ
Ａ
）

す
る
人
夕
見
つ
け
た
握
に
、
警
察

ま
た
は
市
役
所
清
掃
諌
ま
で
ご
連

絡
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
集
日
以

外
に
ｃ
み
を
…
ｍ
さ
れ
る
と
、
ご
近

ごみの不法投棄はやめましょう
（伊勢田町西遊田で）

所
の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な
ぐ

「
不
法
投
棄
に
ｙ
見
な
さ
れ
る
握
に

が
あ
り
ま
す
の
で
。
ご
み
は
必
ず

収
集
日
に
定
点
ま
で
お
出
し
ぐ
だ

さ
い
。

　
浄
化
槽
の

正
し
い
維
持
管
理
を

　
忌
詮
の
便
所
が
単
独
浄
化
槽

の
握
－
、
日
常
の
維
持
管
理
（
定

期
的
な
点
検
ｙ
と
清
掃
（
汚
ｓ
の

引
き
取
り
）
が
必
要
で
す
。
　

し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方

＆
醤
賀
琴
吊
芯
が

け
、
必
ず
専
門
の
業
者
盆
簿
管

理
の
契
約
を
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。
　

乍
で
、
市
民
一
人
ぴ
と
ひ
の

手
で
、
美
し
ぐ
住
み
よ
い
街
を
つ

く
り
き
し
ょ
う
。
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こ
の
他
、
宇
治
白
川
線
道
m

良
二
事
や
宇
治
中
学
校
校
舎
増
改

築
設
計
委
託
料
、
畜
鵬
鏝
昆
域

環
境
対
策
補
助
経
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
費

総計301｛i7，711万円

水道事業23億4，204万円

▽
福
祉
電
話
貸
与
事
業
経
費
及
び
　

心
身
障
害
児
團
共
同
作
業
所
入
　

所
訓
練
事
業
補
助
金
の
追
加
に
　

五
十
一
万
円
。

衛
生
費

マ
笠
取
・
炭
山
地
区
飲
料
水
供
給
　

施
設
調
査
委
託
料
に
三
百
八
十
　

万
円
。

農
林
水
産
費

▽
畜
産
複
合
地
域
環
境
対
策
補
助
　

金
に
一
千
七
日
万
円
。

▽
巨
椋
懇
貧
障
害
対
策
事
業
末
　

端
対
策
補
助
金
に
八
百
五
十
万
　

円
。

土
木
費

▽
宅
地
供
給
促
進
計
画
調
査
委
託
　

料
に
四
百
五
十
万
円
。

マ
道
管
得
修
繕
工
事
費
の
追
加
　

に
二
千
万
円
。

マ
宇
治
白
川
線
築
造
工
事
の
仮
設
　

工
市
費
に
一
千
百
万
円
。

マ
宇
治
川
右
岸
公
共
下
水
道
第
二
　

期
事
業
用
地
取
得
事
業
繰
出
金
　

に
四
千
七
百
二
十
九
万
円
。

教
育
費

▽
広
野
地
区
公
民
館
建
設
事
業
の
　

用
地
購
入
費
な
ど
に
九
千
百
十
　

万
円
。

▽
宇
治
市
体
育
協
会
へ
の
出
資
金
　

に
百
五
十
万
円
。

▽
中
学
校
各
槙
大
会
参
加
報
償
費
　

に
亘
二
土
〈
万
円
。

▽
市
道
宇
治
白
川
線
配
水
管
移
設
　

工
事
な
ど
に
八
千
五
日
五
十
万
　

円
。

水
道
事
業

会
計

▽
宇
治
川
右
岸
終
末
机
抑
場
用
地
　

購
入
費
な
ど
に
九
億
九
千
四
百
　

五
十
五
万
円
。

　
開
会
中
の
九
月
市
議
会
Ｋ
例
会

で
は
、
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三

日
間
が
一
般
質
問
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
茶
の
間
か
ら
市
政
の
動
き
や
議

＜
Ｋ
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
。

六
日
の
一
般
質
問
の
模
様
が
Ｋ
Ｂ

ａ
京
都
テ
レ
ビ
（
ｕ
Ｈ
Ｒ
＠
チ
ャ

ン
ネ
ル
）
で
中
継
さ
れ
ま
す
。
放

送
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
五
時

半
ま
で
で
、
各
会
派
代
表
と
し
で

次
の
議
員
が
質
問
さ
れ
る
予
足
で

す
。

　
ま
た
、
耳
の
ご
不
自
由
な
人
に

も
知
っ
て
い
た
だ
こ
フ
と
、
今
回

は
手
話
通
訳
夕
仔
う
こ
と
に
し
で

い
ま
す
。

市議会

▽
加
藤
ｔ
晨
議
員
（
民
社
党
）
　

効
率
あ
る
行
財
政
運
営
と
行
政
　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

マ
川
口
信
博
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問
を
テ
レ
ビ
中
継
　

1
0
月
6
日
午
後
1
時
か
ら

　
市
廼
昌
澪
ｇ
郭
び
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

〈
質
問
考
ｙ
質
問
要
旨
〉

▽
菅
野
多
Ｗ
Ｍ
Ｂ
Ｄ
Ｉ
（
無
所
属
）
　

青
少
年
の
非
行
問
題
に
つ
い
て

　
水
道
行
政
に
つ
い
て

マ
佐
藤
京
子
議
員
（
共
産
党
）
　

行
政
改
革
第
二
臨
調
の
福
祉
、
　

敷
育
の
切
り
す
て
に
つ
い
て

▽
北
村
匡
嗣
議
員
（
自
民
党
）

　
池
本
市
政
に
お
け
る
三
つ
の
基
　

本
姿
勢
の
再
確
認
怠
ハ
つ
の
基
　

本
政
策
の
具
体
的
推
進
に
つ
い
　

て

マ
竜
五
郎
議
員
（
社
会
党
）
　

高
齢
者
社
会
夕
迎
凡
る
に
つ
い
　

て

　
当
日
は
、
傍
聴
席
に
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
・
照
明
設
備
な
戸
を
配
置
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
傍
聴
席
に
余

裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
テ
レ
ビ
で

ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

9月補正
予算（案） 広野地区公民館の新設など

主
要
事
業
一
覧

▽
白
川
区
交
通
対
策
事
業
補
助
金
　

に
二
百
万
円
。

ワ
市
民
文
化
セ
ン
タ
’
Ｉ
Ｉ
建
設
設
計

委
託
料
に
三
千
九
百
六
十
万
円
。

民
生
費

マ
東
山
住
宅
東
行
道
路
新
設
経
費
　

に
四
千
五
百
六
十
三
万
円
。

下
水
道
事
業

会
計
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今
回
は
、
中
吏
沢
近
世
へ

の
時
代
擢
換
期
に
お
け
拿

治
辺
の
風
情
な
る
も
の
に
目
を

兌
ｙ
ぶ
よ
ラ
　

古
来
、
京
都
と
奈
良
を
結
ぶ

交
通
の
要
衝
と
Ｊ
’
。
れ
、
ま
た
、

大
河
が
育
ん
だ
山
紫
水
明
の
名

瞎
と
し
て
知
β
れ
た
栄
治
の
8

に
と
っ
『
こ
の
時
期
の
風
情

m
’
Ｓ
Ｈ
ぐ
伝
え
て
Ｉ
父
石

の
の
ひ
と
つ
に
、
瀧
の
謨
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
く
け
ん
そ
う
｀
禽
師
と
し
て
著
名
な
紫
屋
軒
宗
長

の
哲
西
渡
陰
部
1
　

田
咆
～
酬
恩
庵
一
休
寺
に

旅
の
草
註
妬
ぬ
ぐ
こ
と
が
多
か

っ
た
宗
長
は
、
都
へ
の
往
還
の

途
次
、
し
ば
し
ぱ
宇
治
の
地
で

遊
ん
で
い
る
。
「
”
畏
手
記
」

大
水
一
〈
年
（
一
五
二
さ
六
月

の
記
事
　

宇
治
の
川
舟
さ
し
の
ぼ
せ
、
　

橋
の
も
そ
容
お
り
て
東
雲
　

軒
昌
、
二
三
献
あ
り
『
　

橋
衆
り
た
り
、
薪
へ
吏
Ｗ
　

下
る
と
て

’
さ
じ
ょ
せ
て
又
舟
あ
り
。
東
　

雲
軒
送
り
に
と
刄
種
々
と
　

紅
積
ま
せ
、
茶
の
湯
な
ど
の
　

用
意
、
と
り
ぐ
面
白
ぐ
ぞ
　

あ
夕
し
。
槙
の
島
水
の
よ
ど
　

み
に
さ
し
ょ
せ
、
終
日
河
逍
　

4

な
芦
ほ
、
宗
長
の
早
急
遊
興
の

ご
く
一
端
夕
伝
え
た
も
の
で
あ

で
汲
裾
へ
向
か
っ
た
宗
長
は
、

そ
の
と
き
の
様
子
－
浹
の
よ
ラ

に
「
手
記
」
に
書
き
の
こ
し
て

い
る
。
　

八
幡
山
木
津
川
廓
れ
合
ひ
て
　

水
広
ぐ
湖
水
の
ご
と
し
。
京
　

よ
り
い
ざ
な
昿
れ
来
る
人
々
、
　

舟
ぱ
た
奮
？
庫
に
良
八
笛
　

吹
恭
な
β
し
、
「
宇
治
の
川

宇
治
の
川
瀬
の
水
車

　
　
我
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
　
　

m
Q
世
衆
§
に
し
t
Ｓ
）
　
　

何
か
苦
し
き

あ
る
い
は
同
八
月
、
ｚ
回
川

別
所
辻
菊
の
宿
で
の
一
句
、
　

霧
の
朝
け
河
暗
く
ら
き
晴
れ
　

間
か
な

と
し
て
翌
日
の
　

伏
見
よ
り
迎
へ
の
舟
、
橋
に

る
コ
。
そ
こ
に
は
、
喜
撰
・
朝

霧
と
い
う
旧
来
の
伝
統
的
な
モ

チ
ー
フ
と
ｉ
）
に
、
舟
甲
茶
の

湯
と
り
7
題
材
に
よ
っ
て
も
宇

治
の
地
の
風
物
と
新
し
い
時
代

の
波
が
Ａ
＞
ａ
ｎ
＜
＾
＊
ａ
ｅ
て
い
る
。
　

と
こ
ろ
で
。
大
永
四
年
（
一

五
二
四
）
四
月
、
京
都
か
ら
薪

に
赴
ぐ
坂
伏
見
の
津
か
ら
丹

　
瀬
の
水
車
、
な
に
と
急
笹
　

忿
め
ぐ
る
」
な
ど
、
こ
の
ご
　

ろ
ほ
や
る
小
歌
、
興
に
乗
じ
　

侍
り
。
岸
の
卯
の
花
、
汀
の
　

櫛
墜
各
ひ
て
面
白
ぢ
゛
　

し
な
り
。

一
ｔ
ｌ
ｌ
一
Ｓ
ｉ
Ｓ
一
こ
0
ご
ろ
ほ
や
る
小
歌
、
船

砂
憧
町
小
歌
藁
め
た
ｉ

吟
き
。
（
永
正
十
五
年
玉
五

隼上り遺跡のまとめ

　
市
教
育
委
員
必
一
は
、
こ
の
ほ
ど

八
月
十
日
か
亘
尋
醤
単
ト
百
で

発
堀
し
て
い
た
「
隼
上
ひ
（
は
や

あ
が
り
）
遺
跡
」
の
調
査
紹
果
を

ホ
と
め
ま
し
た
。
　

「
隼
上
り
遺
跡
」
は
、
か
つ
て

弥
生
時
代
の
石
包
丁
が
出
土
に
巡

と
伝
え
か
れ
る
と
こ
ろ
。
こ
の
遺

跡
の
東
側
刄
民
間
や
住
宅
公
団
の

大
規
模
な
宅
地
開
発
が
予
定
さ
れ

て
お
昨
一
、
今
回
二
事
用
の
道
路
工

事
に
か
か
る
た
め
、
京
都
府
文
化

財
保
護
課
の
指
導
の
も
と
に
市
教

育
M
I
＜
！
Ｒ
が
ま
ぞ
鮭
っ
1
協
一

調
衰
レ
だ
も
の
で
す
。
　

調
森
ば
、
東
か
ら
西
へ
下
が
る

約
3
5
0
人
が
集
ま
っ
た
現
地
説
明
会
で

ゆ
る
い
但
圓
に
三
ヵ
所
の
ト
レ
ン

チ
（
試
掘
溝
）
を
掘
っ
て
行
い
ま

し
た
。
一
番
東
側
の
ト
レ
ン
チ
で

は
、
窯
跡
か
ら
の
再
た
い
積
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
灰
層
、
か
Ｑ

ら
や
、
須
恵
器
な
ど
の
遺
物
が
み

つ
か
り
。
ま
た
調
査
地
全
域
に

奈
良
時
代
前
期
の
布
目
か
わ
ら
片

が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り

次
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、

調
査
地
の
北
東
約
百
五
十
μ
の
位

置
に
、
大
鳳
寺
跡
に
関
係
す
る
か

わ
ら
窯
跡
が
あ
る
可
能
性
は
極
め

で
高
い
と
考
喬
ｐ
れ
、
ふ
礒
の
調

査
で
か
わ
ら
の
生
産
の
た
め
の
工

房
跡
や
集
落
跡
の
遺
構
発
掘
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
　

と
こ
ろ
で
、
菟
道
東
中
、
西
中
、

簸
里
の
あ
た
り
は
現
在
で
ね
通
称

大
鳳
寺
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
治

に
雁
無
と
な
る
以
愈
哭
鳳
寺

村
で
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
布
目

か
わ
ら
が
出
土
す
る
ぞ
昂
ら
、

昭
和
四
土
八
年
三
月
、
遺
跡
の
確

認
調
査
が
行
ｐ
れ
、
塔
跡
と
考
λ

β
れ
る
ｌ
Ｒ
Ｈ
－
五
μ
前
後
の
か
わ

ら
積
み
基
壇
の
遺
構
が
咎
宮
れ

奔
し
た
。
こ
れ
も
邸
が
調
査
で
あ

一
八
年
成
立
）
三
百
余
首
の
な

か
で
も
最
も
有
卦
ホ
歌
が
。

宇
冶
の
川
瀬
の
水
車
、
な
に

と
ラ
忿
刄
ゐ
ぐ
る
ら
う

の
一
歌
で
あ
る
。
『
閑
吟
摂

－
の

唇
灯
歌
謡
を
集
め
た
（
宗
安
小

歌
集
‘
に
も
こ
の
一
歌
が
ほ
ぼ

同
型
で
収
録
4
れ
て
い
る
こ
と

＊
）
t
＊
て
も
、
「
掌
治
の
川
瀬
の

水
卑
…
…
…
」
の
歌
が
、
い
か

つ
た
た
め
、
ほ
か
に
も
金
堂
、
講

堂
、
中
門
な
尽
〈
鳳
寺
伽
藍
跡
の

i
S
l
t
ｂ
ｈ
る
可
能
性
も
考
泰
9
れ
て
。

い
ま
す
。
大
鳳
寺
は
、
白
鳳
時
代
　

（
七
世
紀
後
半
）
に
創
建
さ
れ
、

奈
艮
時
代
後
期
（
八
世
紀
後
半
）

に
廃
寺
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
　

こ
の
大
鳳
寺
の
屋
根
か
わ
ら
や

塔
跡
と
考
を
石
る
基
壇
の
か
わ

ら
は
、
大
鳳
寺
跡
か
ら
南
約
八
百

μ
の
宇
治
山
本
に
あ
る
「
宇
治
瓦

窯
跡
」
、
北
西
約
一
＊
ｄ
5
の
五
ヶ
庄

岡
本
の
「
岡
本
瓦
窯
跡
」
な
ど
で

生
産
さ
れ
、
運
ば
れ
を
柾
定
さ

れ
で
い
ま
す
。
　

今
回
の
「
隼
上
り
遠
跡
」
の
調

査
に
よ
っ
で
、
大
鳳
寺
に
関
原
す

る
第
三
の
キ
要
な
か
わ
ら
窯
跡
が

あ
る
と
強
く
考
入
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ふ
礒
、
市
教
育
委

員
会
で
は
、
か
わ
ら
窯
跡
を
含
め

本
格
的
な
発
掘
調
一
碧
季
定
し
て

い
ま
す
。
　

な
お
、
九
月
十
二
日
に
現
地
説

明
m
開
き
、
市
教
育
委
員
会
や

学
校
の
関
係
者
、
小
学
生
な
芦
約
Ｉ

三
百
五
丈
が
参
加
し
奔
レ
だ
。

に
当
代
の
流
布
か
え
て
い
た
か

を
知
る
こ
と
が
で
孝
よ
う
。
　

『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
描

く
累
橋
畔
の
水
四
い
昌
河

院
の
撰
に
な
6
「
嘔
秘
抄
」

鷺
停
応
と
す
る
数
多
の
歌
に

詠
に
ら
れ
た
平
等
院
の
水
車
や

宇
治
河
の
水
車
、
そ
し
て
「
徒

然
草
」
五
十
一
段
で
兼
好
が
語

る
宇
治
旱
人
に
よ
る
亀
山
殿
御

池
の
水
車
作
り
の
説
話
な
ど
、

宇
治
と
水
車
は
実
に
深
い
関
係

を
酉
レ
だ
し
、
ま
た
、
柳
や
橋

と
と
も
に
、
こ
の
地
の
風
物
に

欠
か
せ
ぬ
題
材
で
も
あ
っ
た
。
　

と
こ
ろ
が
、
近
世
と
い
之
’

し
い
時
代
の
訪
れ
と
と
も
に
、

こ
の
「
宇
治
の
川
瀬
の
水
車
」

は
大
m
m
化
か
ａ
一
い
β
れ
る

こ
と
に
な
る
。
次
回
は
、
そ
の

あ
た
り
の
様
子
＊
）
＾
る
こ
と
に

し
た
い
・
（
歴
史
資
料
室
）

柳の下に描かれた宇治の水車

幼
稚
園
児
の
募
集

市立

1
0
月
1
2
日
～
1
4
日

　
昭
和
五
志
年
度
の
累
市
立

幼
稚
園
児
（
一
年
保
育
）
を
募
集

し
柔
す
。

▽
入
園
で
き
る
児
童
…
昭
和
五
十
　

一
年
四
月
二
日
か
ら
五
十
二
年
　

四
月
一
日
ま
で
に
隼
柔
れ
、
申
　

込
み
日
現
在
、
保
護
者
と
市
内
　

に
住
ん
で
い
る
幼
児
。

▽
受
付
日
時
・
・
・
各
幼
稚
甲
Ｅ
千
　

月
十
二
日
か
ら
千
四
日
ま
で
の
　

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
1
た
　

だ
し
、
十
月
十
二
日
は
男
子
、
　

十
三
日
は
女
子
、
十
四
ら
は
男
　

女
と
も
。

▽
願
書
・
・
疵
付
当
日
、
希
望
の
幼
　

稚
園
で
お
探
し
Ｌ
乖
す
の
で
。
　

そ
の
場
で
記
入
、
提
出
し
で
ぐ
　

だ
さ
い
。
な
お
、
当
t
ｎ
は
必
ヂ
　

入
園
希
望
の
幼
児
を
同
伴
で
、
　

印
鑑
を
持
参
し
て
Ｖ
だ
さ
い
。
　

入
園
許
可
は
、
申
し
込
み
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
園
許
可
書
は
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
保
護
者
へ

送
り
ま
す
。
入
園
希
望
の
幼
稚
園

で
5
募
者
数
が
募
集
ｚ
貝
が
五
回

つ
だ
場
合
、
抽
選
で
入
園
か
俣
定

し
ま
す
・

Ｉ
そ
の
他
入
園
に
つ
い
て
の
お
問

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
。
半
日
人
間
ド
″
ク
’
の
受

診
募
集
を
し
て
い
ま
ず
が
、
応
貝

百
五
丈
に
な
る
ま
で
三
人
ほ

ど
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
　

対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
五
十

六
年
九
月
一
日
現
在
で
宇
治
市
国

民
健
康
保
険
に
引
露
一
一
き
一
年
以

上
加
入
し
て
い
る
満
四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
人
で
す
。
費
用

に
つ
い
て
は
、
市
が
七
割
夕
禰
助

し
ま
す
の
で
、
男
が
一
万
二
百
円
、

女
が
一
万
一
千
円
。
　

成
人
病
な
ど
の
早
期
奢
見
の
た

め
辱
診
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
く
わ
し

い
こ
と
は
保
険
年
金
課
へ
。

監
Ｂ
せ
は
、
各
幼
稚
園
か
教
育

委
員
合
一
学
校
教
育
課
へ
。
な
お
、

幼
稚
園
へ
の
お
問
ｉ
＜
ａ
Ｃ
＼
は
、

保
育
時
間
の
関
係
か
ら
午
後
二
時

は
降
に
お
願
ｒ
し
拿
罵
　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
）

募集園名および募集定員

園名 募集定員 所在地 電話

菟道幼稚園120人 宇治市宇治妙楽128－121－2703

横島幼稚園120人 宇治市横島町石橋13 21－2708

伊勢田幼稚園160人 宇治市小倉町西山44
　　　－

22－1503

大久保幼稚園120人 宇治市大久保町山ノ内341ー7224

神明幼稚園120人 宇治市宇治野神57 22－0495

東宇治幼稚園160人 宇治市五ヶ庄梅林官有地31ー8259

木幡幼稚園80A・ 宇治市木幡桧尾47－132－9439

平盛幼稚園
160人 宇治市大久保町平盛30－444－7447

合同行政相談所を開設
10月　

13日

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

は
、
行
政
相
談
週
間
卜
市
で
は

京
都
行
政
監
察
局
と
共
催
で
「
合

同
行
政
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
　

国
や
府
、
市
を
は
じ
め
多
く
の

公
的
な
仕
事
に
つ
い
て
、
ご
意
見

や
苦
情
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　

〈
と
き
〉
　

1
0
月
1
3
日
㈹
、
午
後
1
時
半
か
　

ら
4
時
半
ま
で
。
　

〈
と
こ
ろ
〉
　

宇
治
市
役
所
の
3
階
大
会
議
室
　

で
。
　

〈
参
加
機
関
〉
　

行
政
相
談
委
貝
、
宇
治
市
、
京
　

都
府
宇
治
地
方
振
興
局
・
土
木
　

工
営
所
・
交
通
事
故
相
談
所
、
　

宇
治
警
察
署
、
京
都
地
方
法
務
　

局
宇
治
支
局
、
大
阪
国
税
局
税
　

務
相
談
室
、
京
都
南
労
働
基
準
　

監
督
署
、
伏
見
公
共
職
業
安
定
　

所
、
京
都
行
政
監
察
局
。
　
　
　
　
　
　
　

（
文
書
広
報
課
）

　
宇
治
の
伝
統
行
事
ト
茶
ま

つ
的
一
が
、
十
月
四
日
、
興
聖
寺

怠
石
川
塔
の
島
旱
心
に
ぐ

り
一
に
｛
げ
ら
れ
ｍ
す
。

c
＞
名
水
汲
み
上
げ
の
儀
・
・
・
午
前

　
9
時
か
ら
宇
　

治
橋
三
の
間
　

で
。

マ
茶
つ
ぽ
口
切
　

り
の
儀
・
献
　

茶
な
ど
・
・
・
名
　

水
汲
み
瓦
ぼ
　

の
後
、
午
前
　

ｍ
茜
　

聖
寺
で
。

▽
茶
せ
ん
塚
供
　

養
・
：
使
い
古
　

さ
れ
た
り
、
　

破
損
し
た
茶
　

せ
ん
の
供
養

宇治茶まつり

　
が
興
聖
寺
山
門
前
で
。

▽
茶
席
・
・
・
本
席
は
興
聖
寺
書
院
、
　

副
席
は
東
禅
院
前
庭
と
朝
日
　

焼
松
露
庵
で
。

マ
塔
の
鳥
で
の
催
し
・
・
・
お
抹
茶

の
野
点
席
、
煎
茶
船
、
お
茶

飲
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
模
擬
Ｓ
、
『

茶
せ
ん
や
炭
山
陶
器
・
竹
製

品
・
掛
軸
な
ど
の
即
売
、
植

木
市
、
宇
治
茶
の
接
待
な
ど

1040

窯跡推定の灰層を発掘 宇
治
市
史

の
窓

市
政
短
信

10月4日興聖寺・塔ノ島一帯

　
が
あ
り
ま
す
。
　

ご
家
族
そ
ろ
　

っ
て
お
こ
し
　

く
だ
さ
い
。

▽
時
代
行
列
…
　

午
後
Ｃ
Ｍ
時
か
　

ら
、
栄
治
橋
　

通
り
、
宇
治
　

川
堤
一
帯
に
　

源
氏
物
作
學
　

池
十
帖
や
宇
　

池
川
先
陣
争
　

い
、
お
茶
つ
　

ぼ
道
中
な
ど
　

の
時
代
絵
巻
。

▽
市
民
素
人
闘
茶
会
…
午
後
6
　

時
半
か
ら
市
民
会
館
1

▽
宇
治
茶
資
料
晨
示
・
・
・
興
聖
寺
　

で
。
　
　
　
　
　（
商
二
観
光
課
）
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必ず受けましょう

狂犬病の予防接種予定表

月日 時間 場所
10月I4日休 9：30－11：30 iZ野集会所

io月i5日困

9：30～10：30 東木幡集会所

10：50－11：30 北木幡集会所

13：00－15：00 御蔵山集会所

10月16日脚

9：3o－io：oo 広野公民分館

io：2o－ii：4u 南峻集会所

13：00～14：10 小倉公民館

14：30－15：○○小倉山際集会所

10月19日（月）
9：30～11：30 神明仮設集会所

13：00－14：40 開公民分館

＼o月加日火

9：30－10：00 志津川公会堂跡

10：20－U：00 農協横島支所

11：20－11：40 東目川公民分館

13：00－14：0○ 紫ヶ丘公民分館

14：20－15：10 砂田集会所

10月2I日困

9：30～10：20 緑ヶ原集会所

10：40－11：30 伊勢田北集会所

13：00－14：50 西小倉集会所

10月22日南

9：30－ll：30 木幡公民分館

13：00～13：30 南木幡集会所

13：50－14：50 南部福角集会所

IO月23日面

9：30－10：30 菟這公民分館

10：45－11 30 明星集会所

13：○0－14：40 東宇治中学校

10月26日（月）

9：20－9：40 善法集会所

9：50～10：05 白川公民分館

10：30～11：30 農協大久保支所

13：00－14：10 且椋公会堂

14：20～15：30 宇治保健所

10月27日肉 10：00～16：00 炭山・笠取・二尾・池尾

　
十
月
十
四
日
か
ら
秋
の
狂
犬
祠

予
防
接
種
を
表
の
と
お
妁
一
行
い
ま

す
。
　

こ
の
予
防
接
種
は
、
春
と
秋
の

二
回
舜
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

牛
優
三
ヵ
月
以
上
の
犬
少
飼
っ
て

公民館のお知らせ

い
る
家
庭
は
、
必
ず
4
ａ
て
ぐ
だ

さ
い
。
。
　

費
用
は
、
春
に
m
し
た
犬
は

エ
〈
百
円
。
春
に
米
登
録
の
犬
は

三
里
ハ
肖
円
（
注
射
手
数
料
千
三

畠
‥
、
欝
唇
毘
百
円
、
登
録

チ
靫
料
二
千
円
）
で
す
。
　

犬
は
家
族
の
一
員
Ｉ
。
愛
情
を

も
っ
て
正
し
ぐ
飼
い
書
し
ょ
う
。

案
内

　
水
道
公
認
業
者
の

指
定
受
付

　
水
道
部
で
は
、
給
水
装
置
工
事

公
認
業
者
の
新
規
指
定
申
請
m

　
　
　
　
◇

　
犬
の
引
取
り

　
ｙ
と
き
・
・
・
1
0
月
1
3
日
脚
ｙ
と
こ

ろ
・
・
・
木
幡
危
公
磋
罪
1
0
時
4
0
分
、

小
倉
公
民
館
＿
o
時
5
0
分
、
旦
椋

公
会
堂
八
晟
狛
分
、
宇
治
保
健

所
H
1
1
時
2
0
分
。
　
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
牛
課
）

付
け
ま
す
。
　

指
定
希
望
の
業
者
は
、
1
0
月
5

日
か
以
拘
日
ま
で
に
水
道
部
業
務

課
（
豊
雪
1
4
1
内
線
）
ま
で

申
請
I
ｔ
＊
提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

（
水
道
部
）

　
都
市
計
画
案
を
縦
覧

都
市
計
国
法
第
一
七
条
の
規
定

す
。
　
こ
の
ぶ
っ
に
、
薬
は
両
刃
の

カ
ミ
ソ
リ
に
も
似
た
作
用
忿
持

っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
作

用
か
痔
つ
薬
蔵
い
か
に
う
ま

く
組
み
負
笹
で
目
的
の
効
果

だ
け
雫
霧
強
く
引
き
だ
す
か

　
　
市
民
ア
ト
リ
エ洋

画
教
室

　
初
心
者
を
対
象
に
、
洋
回
（
油

絵
）
教
室
を
開
き
禾
す
。
　

▼
と
き
・
：
1
0
月
5
日
吉

○宇治市公民館…宇治里尻71の　

9（n＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（雲R8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺　

内91（n⑩4687）

日
の
毎
習
唾
日
、
午
前
9
時
半

～
1
1
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民

館
▼
講
師
・
：
行
動
美
術
竪
器
員

矢
野
喜
久
男
”
ん
▼
材
料
費
・
・
・
三

百
円
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
・
・
直
接
、
木
幡
公
民
館

へ
お
越
卜
V
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

（
木
幡
公
民
館
）
　
　

版
画
教
室
　

版
画
で
年
賀
状
奎
ア
ク
コ
。
　

▼
と
鳶
Ｔ
・
頂
携
甘
出
、
2
4
日

出
。
3
1
m
出
、
午
後
2
時
～
5
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
講
師

・
：
日
歪
箇
協
会
貝
の
川
田
璽

’
男
き
￥
材
料
費
・
・
・
二
百
円
▼
定

員
・
：
1
5
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み

・
・
・
直
接
、
木
幡
公
民
館
へ
お
越
し

ぐ
だ
さ
い
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
　
宇
治
地
方
の自

然
史
教
室

　
　
野
外
学
習
な
行
い
、
地
質
や
地

形
に
つ
い
で
学
び
豪
Ｔ
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
ふ
衷
（
土

曜
日
は
午
後
2
時
～
4
時
。
日
曜

日
は
午
前
9
時
1
午
後
4
時
）
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
跨
ぢ
・

6
年
生
と
中
単
生
▼
講
師
・
・
・
一
蔽

孝
館
中
学
校
教
諭
の
Ｈ
Ｃ
Ｅ
健
Ｋ
さ

ん
▼
官
員
…
3
0
人
（
先
鐙
眼
）
ｙ
申

込
み
↓
Ｔ
ハ
ま
た
は
保
護
者
が
直

接
、
宇
治
市
公
民
館
へ
お
越
し
ぐ

宇治地方の自然史教室日程表

とき テーマ

1 ％（土）宇治地方の岩石

2 ％山宇治地方の地質分布

3 ■＞f（日）
野外学習（志津川・白川へ）

岩石標本採集・調査

4 ％tt）宇治地方の地層の歴史山

5 Ｓ日）
野外学習（宇治田原湯屋谷へ）

岩石標本採集・調査

6 ％仕）宇治田原の化石と地質

7 Ｓ土）宇治地方の地層の歴史（ID

8 57年）≪土）地震の話（I）

9 埴土）地震の話（n）

10 河（±）学習のまとめ

だ
さ
い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

　
児
童
文
学
講
演
会
　

宇
治
市
公
民
館
＆
児
童
又
学
サ

ー
ク
ル
で
は
、
「
子
ど
も
マ
ン
ガ
ぞ

み
る
視
角
」
舎
ア
ー
マ
に
講
演
：
＜
！
Ｋ

を
開
灸
乖
す
・
　

ｙ
と
き
・
・
・
一
…
百
：
2
ｒ
ａ
ｓ
’
午
前

o
時
～
1
2
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
常
治
市

公
民
館
▼
講
師
…
マ
ン
ガ
研
究
家

・
帝
甲
互
夫
学
講
師
竹
内
オ
サ

ム
Ｊ
｛
ん
▼
申
込
み
・
。
当
ｍ
Ｗ
接
＜
Ｋ

場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
▼
保
育
・
・
・

w
ａ
人
（
2
歳
以
上
）
。
中
村
朱

唇
’
ん
（
曹
＠
5
3
6
2
）
へ
申

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

（
宇
治
市
公
民
館
）

1041

に
よ
り
次
の
こ
と
奎
巾
忿
町
新
館

の
都
市
計
画
課
で
二
週
間
の
縦
覧

に
供
し
て
い
ま
す
・
　

出
京
滋
・
京
奈
バ
イ
パ
ス
（
建

設
省
所
管
分
）
、
回
近
鉄
大
久
保
駅

周
辺
地
域
整
備
計
画
、
朗
北
山
児

竜
公
園
。
　

な
お
、
関
、
朗
は
1
0
月
2
日
か

ら
縦
覧
夕
始
め
ま
す
。
　
　
　
　
　

‘
（
都
市
計
画
課
）

　
　
走
る
府
民
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
4
日
伽
、
午
前

ａ
時
半
に
宇
治
総
合
庁
舎
前
集
合

え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
　

薬
剤
師
は
、
そ
つ
い
・
7
お
手

伝
い
を
す
る
こ
Ａ
Ｗ
＞
Ｋ
≪
往

事
の
一
つ
と
考
凡
て
い
ま
す
。
　

食
前
、
食
後
、
食
間
に
と
貧

事
よ
ひ
も
き
ち
ん
ど
薬
を
飲
ん

で
い
る
人
や
、
い
つ
ま
で
血
習

慣
の
ぷ
つ
に
使
っ
て
い
る
人
、

一
度
お
気
軽
に
、
身
近
な
薬
剤

師
に
相
談
し
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

薬
は
、
私
た
ち
の
健
康
と
生
命

を
守
っ
で
ぐ
」
聚
夭
切
な
味
方

で
あ
る
か
Ｇ
も
に
、
異
物
で
も

あ
り
ま
す
。
　

（
執
筆
者
‐
宇
治
久
世
薬
剤
師

会
Ｍ
堀
正
嗣
さ
ん
）
　
　
　
　
　
　

（
保
健
芦
涵
）

▼
行
き
先
…
消
費
生
活
科
学
セ
ン

タ
ー
、
府
庁
・
府
議
会
・
計
量
検

定
所
な
ど
▼
対
象
■
■
・
ｔ
ｆ
治
市
、
城

陽
市
、
久
御
山
町
の
在
住
者
▼
定

員
・
・
・
5
0
人
ｙ
申
込
み
・
・
・
。
…
官
錯
Ｅ

ま
で
に
、
律
復
は
が
き
に
ｉ
ｉ
Ｋ
－

氏
訊
‥
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電

話
番
号
夕
記
入
し
、
宇
治
地
方
振

興
局
総
Ｍ
課
（
〒

6
1
1
宇
治
若
森
7

－
6
）
へ
。
（
京
都
府
）

　
車
い
す
介
助
講
習
と

映
画
の
つ
ど
い

　
ｖ
と
き
・
・
・
1
0
月
3
日
出
、
午
後

ｔ
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
水
谷
裕
さ
ん
（
京

都
車
い
す
と
仲
間
の
会
）
に
よ
る

車
い
す
の
実
技
講
習
と
映
画
「
障

害
を
の
り
こ
え
て
」
の
上
映
。
　
　
　
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

槃
公
園
コ
ー
ト
（
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）
、
〈
体
力
ｙ
ス
ト
）
苑
道

第
二
小
学
校
（
午
前

1 0
時
～
正
午
）
。
　

〈
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
）
大
久
保
小
学

奴
午
後
↓
時
半
Ｉ
ａ
時
半
べ
〈
卓

球
）
大
閉
小
学
校
（
午
後
1
時
1

ａ
時
半
）
、
〈
軽
ス
ポ
ー
ツ
）
南
小

倉
小
学
校
（
午
前
1
0
時
～

1 2
時
）
、

〈
体
力
テ
ス
ト
）
北
宇
治
中
学
校

（
午
後
1
時
～
ｔ
時
）
、
シ
フ
ト
ポ

ー
ル
は
中
止
。
（
襲
薮
育
課
）

　
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
第
五
回
宇
治
市
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
ず
。
今

年
は
、
国
際
障
害
者
年
記
念
筝
業

の
一
つ
と
し
て
。
心
身
障
害
児
㈲

父
母
の
会
も
加
え
、
規
模
を
広
げ

て
盛
大
に
行
い
毒
す
。
　

ａ
ｗ
ｕ
－
2
月
1
1
日
面
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
西
宇
治
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
競
技
…
車
い

す
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
走
な
ど
、
障
害
の
程
度
に
合

わ
せ
た
各
種
競
技
▼
閲
覧
Ｂ
せ

先
・
・
・
教
育
委
員
＜
8
一
社
必
一
教
育
課
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　
　
市
民
総
体

卓
球
の
部

　
▼
と
き
・
と
こ
≫
ｏ
－
2
1
1
1
：
ｇ
ｊ
ｉ
ｉ

㈲
日
産
車
体
京
都
工
場
体
育
館

（
一
般
社
必
一
人
）
、
1
1
月
1
日
間
西

小
倉
中
学
校
（
少
年
少
女
）
▼
参

加
料
…
ｔ
人
二
百
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
）
▼
申
込
み
・
・
・
1
0
月
9

日
ま
で
に
宇
治
市
体
育
協
会
（
五

ヶ
庄
三
番
割
。
黄
聚
公
園
内
、
≪

ｃ
ｒ
＾
ｏ
ｘ
Ｄ
ｉ
ｎ
）
へ
。
な
お
、
9
月

1
日
発
竹
の
市
政
だ
よ
ｎ
ｌ
面
で
、

卓
球
欠
川
月
4
日
、

1
1
甘
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
右
の
ぶ
つ
に

変
更
に
な
り
次
し
た
の
で
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

　
勤
労
者
将
棋
大
会

　
▼
■
W
＞
”
S
0
月
2
5
日
ｓ
、
午
前

呑
時
半
受
付
、

1 0
時
開
始
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

参
加
資
格
・
・
字
治
市
、
城
陽
市
、

久
御
山
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
人
ｖ
級
別
・
・
・
Ａ
級
＝
Ｃ
＾
ｌ
Ｓ
！
程
度

以
上
、
Ｂ
級
瓦
耀
で
3
級
程
度

ｃ
級
Ｈ
4
級
～
7
級
程
度
、
Ｄ
級

＝
初
心
者
ｖ
申
込
み
。
。
．
o
n
ｒ
ｊ
＾
ｎ

3
正
午
ま
で
に
、
参
加
費
千
円
を

そ
凡
で
、
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
市
民
会
館
内
’
ｃ
（
Ｎ
Ｔ
Ｏ
t
卜
≪
ｏ
）

へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
　
秋
の
料
理
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
8
日
田
午
後
Ｌ
時

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
市
民
必
一
館
内
の

の
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｖ
内
容
・
：

料
理
研
究
家
の
星
野
美
智
旱
函
刄

に
よ
る
手
軽
な
秋
の
料
理
｀
費
用

・
：
材
料
費
千
円
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼

申
込
み
・
・
・
材
料
費
を
そ
え
て
字
舎

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
雲
9
1

1
5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

催
し

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
　

ひ
ろ
ば
デ
ー
　

1
0
月
1
0
m
の
体
育
の
日
に
、
ス

ポ
ー
ツ
鷺
視
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぼ
」
を
開
き

ま
す
。
体
操
の
で
き
る
服
装
で
会

場
へ
直
接
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
　

▼
種
目
・
会
場
・
時
間
…
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
木
幡
中
学
校
（
午

前
1
0
時
Ｉ
正
午
）
、
｛
テ
ニ
ス
｝
黄

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館
（
1
0
月
分
）

2
9
日
g

s
．
日
g

e
．
日
g

2
1
日
附

2
0
日
㈲

1
5
日
s

1
4
日
伽

1
3
日
㈲

8
日
哨

7
日
伽

6
日
叫

1
日
南 日

野
神
白
川
篇
山
横
鳥
平
盛
西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
厦

南
小
倉

北
小
湊

木
幡
岡
一 東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

茸
乗
爾
山 明
星
町

志
潭
川

福
角
南
陵
町

神
明
奥
広
野

広
野 地
区

ｏ
・
0
1
・
○
―
・
○
ー
ー
・
4

○
・
0
0
・
Ｏ
1
・
○
～
1
・
3

5
・
6
・
○
1
＆
ー
ー
・
2

1
3
‥
3
0
1
1
4
砧

1
4
‥
4
0
1
1
6
砧

1
3
‥
3
0
～
1
4
：
S

○
・
1
・
○
1
＆
ー
ー
・
Ｏ

4
1
4
・
5
・
Ｏ
1
＆
1
1
・
2

○
・
1
・
○
1
＆
ｊ
ｌ
・
4

1
4
‥
5
0
1
押
1
0

3
・
0
4
・
o
1
・
3
ー
1
・
り
」

4
・
0
５
・
○
1
・
3
1
1
・
5

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
1
0

4
・
0
6
・
o
1
・
4
ー
1
・
り
ゐ

3
・
0
4
・
○
―
・
3
1
1
・
2

5
・
0
6
・
○
1
・
―
～
1
・
○

1
4
＆
1
1
4
‥
5
0

4
・
0
5
・
○
―
・
3
1
1
・
3

3
・
0
4
・
○
―
・
3
1
1
・
○

○
・
ｏ
ｌ
・
○
1
，
・
○
ー
ー
・
○

4
・
0
5
・
○
1
・
0
1
1
・
4

1
5
‥
1
0
1
1
6
・
r
－
4
0

4
・
0
4
・
0
1
・
Ｏ
Ｓ
1
・
5

1
0
＆
Ｓ
1
1
‥
2
0

呻
間

0
0
～
1
6
＆

池
な
ら
商
店
向
か
い
側

元
茶
工
場

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
横

紫
ヶ
丘
公
民
分
館
前

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

緑
ヶ
原
児
童
公
聞

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校
前

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

福
角
公
園
前

二
丁
目
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園
横

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

駐
車
一
所

　
〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
1
0
月
の
休
室
日
は
、
毎
胃
曜
日

と
1
0
日
、
3
1
R
。

広
野
町
宮
谷

　
　
村
田
健
ち
ゃ
ん

　健ちゃんは水遊びと砂遊びが大

好き。ちょっぴりきかん坊です。　

この欄に掲載するお子さん（55

年10月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

　
薬
と
い
う
一
語
か
ら
、
私
た

ち
は
ど
ん
な
も
の
か
思
い
浮
べ

る
で
し
よ
ラ
か
。
　

’
古
代
の
人
な
ら
草
木
の
皮
や

根
竃
一
昔
前

な
ら
三
角
に
包

ま
れ
た
苦
い
粉

末
を
。
私
た
ち

は
ピ
カ
ピ
カ
の

錠
剤
’
ｉ
ａ
ｋ
＞
ｓ
＼

ど
り
の
カ
プ
セ

ル
な
ど
こ
思
う

の
で
は
な
い
で

し
ょ
ラ
か
。
薬

ｔ
Ｊ
＊
代
と
と
も

命
は
八
十
歳
に
迫
ろ
7
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
生
活
の

改
聊
息
災
拿
な
が
ら
、
何
よ

£
ｖ
。
Ｓ
＊
ｔ
ｔ
の
最
高
恣
零
＠
く

薬
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
　

乱
し
、
手
軽
に
か
か
れ
る

り
、
そ
の
力
夕
猫
足
す
る
の
が

医
療
で
あ
昨
一
薬
な
の
で
す
。
　
　

複
数
の
作
用
を
　
　

薬
は
持
つ
　

一
つ
の
薬
が
、
目
的
と
す
る

一
つ
の
作
用
だ
け
忿
持
っ
て
い

回
復
力
を
補
う
の
が
薬

医
師
、
簡
単
に
入
手
で
w
ｍ

が
あ
る
一
方
で
、
無
数
の
医
療

事
瞥
藁
の
副
作
用
が
あ
る
こ

と
名
5
？
じ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
　
人
の
体
は
、
本
来
治
ろ
つ
と

す
る
回
復
力
衆
目
ら
持
っ
て
お

る
と
考
汽
る
こ
と
目
体
に
無
理

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
薬
に
は

い
く
つ
か
の
強
弱
の
作
用
が
あ

り
、
目
的
と
す
る
の
は
そ
の
中

の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
言
い

か
え
る
と
、
そ
の
場
自
他
は

副
作
用
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま

が
、
大
切
な
点
で
す
。
　

医
師
に
さ
λ
か
か
っ
て
い
れ

ば
、
薬
今
政
ん
で
い
れ
ぱ
と

一
葵
晏
易
な
t
ｆ
’
Ｋ
方
を
一
歩
離

れ
て
、
い
か
に
良
い
薬
蔵
い

か
に
少
な
ぐ
、
短
期
に
使
シ
か

牽
心
が
け
る
こ
と
か
ら
薬
を
考

に
雲
失
書
必
え
て
き
涛
し

た
。
　
人
生
五
十
年
と
言
ｐ
れ
た
時

代
か
ら
、
今
や
我
国
の
平
均
寿

秋の狂犬病予防注

射

みんなの健康 1

8



　　　　　　開町（国道筋を除く全域）lQ／117広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）　　　　　　

西大久保府営住宅（1～20棟）

　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山．国道筋を除　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）

219大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、　　　　　　　　久保）　　　　

西大久保府営住宅（21～32棟）

　　　　安田町（全域）　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中荒、新中ノ　　　　　　　

荒、ウトロ、南山）520開町（国道筋）　　　　

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻．南ノロー部）

　　　　示倉寿（ifBBSを除く近鉄以東の全域、西山）621羽拍子町（国道筋）　　　　

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市　　　　　　　　道筋以南の西浦）

722伊勢田町（遊田、砂田）　　　　西大久保府営住宅（33～43棟X

　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前823までの市道筋以北の西浦）　　　　

伊勢田町（南遊田）

　　　　横島町（全域）‘926小倉町（近鉄以東の新田島）　　　　
宇治（戸／内、蔭山．国鉄以北の御廟）

　　　　　木幡（平尾、御蔵山．畑山田、御園、陣ノ内、赤1027塚．花揃、金草原．北畠、桧尾、北山畑、国　　　　　　　　　

鉄以東の正中・東中）

　　　　　六地蔵（全域）’　　　　　木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、
1228中村．南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中　　　　　

五ヶい鸚な、Bg＾a・。む東）

　　　　杢ヶ星aU；鷺？谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

1329ー影，？顛こ器こさヤ三？竺，ffiffl，ff§S　　　　　　　

西の芝ノ東）　　　　菟道（平町）

　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村．岡本、日皆田、一里塚．　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

143O蔚JI馴詣？4゛）　　　　　

志津川（全域）　　　　　宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

　　　　　　宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
1531■こ難丿趾・こ腿丿瓢■　　　　　　

白川（全域）

　　　南陵町全域）
1611／2n拍子誕（SDKを除く全域）　　　

宇洽｜蛇塚、大谷．野神一部）

し尿収集日程

表

城南衛生管理組合　

八幡市八幡沢　
TEL075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

lQ／l22北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

　　　　　正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木223町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

324内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、降－s路、南端（国鉄以西）
526大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
728寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、自衛隊官舎
829－西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
930福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
1231車田一部．平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
1311／7車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
14福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
15西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
16芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
17南山（Ｂ）、金草原
19南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部

20北畠、桧尾、平尾、須留
　　　　　　花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町21並一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

10／122下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻C国鉄以南）、塔川
223蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見

　　　　　森本（国鉄以東）、段ノ上、mm、東西隼より、．車中、西中、ヽ河原．門前、只川、中筋、324
池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）、志津川

15田原、井ノ尻、日椋、平盛、南ノロ
　　　　　　北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、16

寺山（翠光園団地）

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、石塚17（心華寺通り以西）

19東裏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺i勇り以東l
20小根尾、大開一部、尖山一■SB、■a東、宮西官北
Ｍ唇神、大谷、弐番（府道以南）．大谷山（権見町）、琵琶、（E鈴以南）、矢落（国鉄以南）

　収集もれの場合。連絡を

　収集もれの時は必ずマンホール　

（収集ロ）から確認の上、翌日　

（日曜・祝日は次の日）中に城南

衛生管理組合へ連絡してください。

ただし、留守や物が置いてあって

収集できない場合は「し尿収集の

お知らせ」を入れますので、これ

が入った時は次回収集日まで収集

出来ませんのでご了承ください。　　　

し尿収集の届出を　

家族や同居人に増減かあったり

転出転居、浄化槽設置等でし尿収

集届出に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。

　　　　　（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横鳥町・宇治・羽拍子町地域

1Q／122東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
223南落合（4の通り以降～13の通りまで）
324南浦（100～110、84～98、30～M）、大京団地、山際一部
5Ｓ南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

　　　　山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫．、6刀郡、石橋（大川原線以東）

728老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

　　　　東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前．中川原（大川原m以東）、十829－（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

930寺内、西浦
1231（大ー以北、（本通以南）
1311／2南堀池（大和、田中）、堀池

　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、膚尻、14中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　中山（近鉄以東）、大谷、西畑．中畑、春日森、－ノ坪、島前、大15町、大川原、中川原（大川原線以西）

16中山（近鉄以西）、毛f§．若林
17羽拍子町
19宮北一郎、蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪
20北山Ａ・Ｂ・Ｃ・D団地、中央台、西山（国道以西）、神楽田（山中含む）
21戸ノ内、矢m（国mm、若森（国鉄朗ヒ）、里尻（国鉄辿ヒ）、／＼竣

1042

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民

憲
章
か
ら
）

市役所清掃課

TEL223141番
もえないゴミ収

集日程表

ｌ

1困
●法律相談
人権相談（市民会館10時～15時）

　　　相談ごあんない　

身近な悩みにぉ答えします。

乳児相談…6～11ヵ月児の栄養・　

保育・発達などの相談に応します。　

毎月市内各所で9時半～n時に　

実施。日程・会場は相談カレン　

ダーに掲載。

幼児相談…1～3歳児のことば・　

しつけ・発達などの相談に応じ　

ます。毎月1回．13時半～14時　

半まで保健医療センターで実施，　

日程は相談カレンrーに掲載。

血圧相談…血圧測定のほか、食事　

についての相談に応じます。毎　

月市内各所で9時半～n時に実　

施。日程・会場は相談カレンダ　

－に掲載。

家庭児童相談…18歳までのこども　

の養育や、こどもをとりまく家　

庭・学校・地域社会のどんな相　

談にも応じます。月～金曜日の゛　

10時～16時まで宇治福祉園内家　

庭児童相談室（菟it荒橘37）で　

実施。また、毎月第2・4火曜　

日の10時～15時まで宇治市小倉　

公民館で出張相談も実施。問い　

合わせ…豊⑩8698宇治市家庭児　

童相談室へ。

2m

3｛f）
●結婚相談

4⑧

5（月）

6火
●心配ごと相談

7㈲

8困 ●法律相談

9倒
血圧相談（川東公民分館9時

半～11時）

10R
交通事故相談（市民会館13時～16時）弁護士．申込みは市役．

所交通労政課（a⑩3i4i）へ。

11⑧

12（月）
乳児相談（保健医療センター
9時半～11時）

13（M

●心配ごと相談
●年金相談　家宸哨嗇相諮（，｜、会心民！館i∩

時～15時）

14困 移動消費生活相談（六地蔵公会堂10時～15時）専門相談貝

15困
●高齢者無料職業相談
●法律相談　
行政相談（市役所10時～16時）国や府・市への要望・苦情

16（i
青少年相談（市民会館13時～16時）保護司
幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）
血圧相談（開公民分館9時半～11時）

！S1

17tt）
●結婚相談 合同行政相談所

とき10月13日（火）　　　　

13時半～16時半

ところ宇治市役所　　　　

3階大会議室

一詳細は2面に掲載－

卜

i．｀ 18R

m月）

20火
●心配ごと相談

21困
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）

‘丿 j ．

22困
●法律相談　

乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

23吻
ぶ〃●二心j』●1二●－

｀、・Ｖ 皿辻佃畝（．悍明狐ほ采会所9時半～11時）
　　社会福祉協議会の相談　

1人で悩まず、お気軽にこ芦相談
を。（社会福祉協議会＝宇治橋通
り市役所分庁舎内・n⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）　

毎週火曜日、13時～15時、社会　
福祉協議会で。よろ．ず相談全般。

●法律相談（弁護士）　
毎月第1・2・3・4木IS日、13時～　
15時、市民会館で。法律問題全般。

●結婚相談｛専任相談貝）　

毎週土曜日、13時～15時、当分　
の間、市民会館で。登録・紹介。

●高齢者無料職栞相談（京都府社　
協・・相談所貝）‘．　
毎月第3木曜日、io時－i5時、　

社会福祉協議会で。高齢者の求　

人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）　
毎月第2火曜日、10S＃－－12時、　

社会福祉協議会で。年金全般。

－

・

・

・

24出
●結婚相談

25⑧

26（月）
乳児相談（西小倉集会

所9時半～11時）

27㈹
●心配ごと相　
家庭児童相　

民館10時～

炎炎（小倉公

5時）

28團
消費生活相談（市役所

1（時～19時）専門相談貝

29困
移動市民相談（南山集

会所10時～15時）

30（i）

31（13
●結婚相談

11月

1⑧
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